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臨床研究へのご協力のお願い 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある患者様で、

個人が識別される診療情報等を研究に利用されることを希望されない場合は、以下の連絡先にお問い合

わせください。同意されない場合でも、診療上の不利益が生じることは一切ありません。 

 

◼ 研究の対象期間と対象となる患者様  

2022 年 4 月 1 日～2024年 3 月 31 日の期間に、亀田総合病院呼吸器内科においてガイドシース併

用気管支腔内超音波断層法 (endobronchial ultrasonography with a guide-sheath：EBUS-GS)による気

管支鏡検査を受けられた方  

 

◼ 研究課題名  

若手呼吸器内科医または、呼吸器内科上級医によるガイドシース併用気管支内超音波断層法 

(endobronchial ultrasonography with a guide-sheath：EBUS-GS)での、肺癌疑いの肺生検における肺癌

診断率および安全性の比較研究  

 

◼ 当院の研究責任者(所属) 

中島啓（呼吸器内科）  

 

◼ 当院の試料・情報の管理責任者(所属)  

中島啓（呼吸器内科）  

 

◼ 本研究の目的・方法・研究実施期間  

本研究では、同一施設で同一期間に肺癌疑いで施行した EBUS-GSでの気管支鏡アウトカム（肺癌診断

率、合併症率、検査感度、検査時間、生検サンプル数など）を経験年数に応じて比較・検討します。特に、

若手呼吸器内科医師と呼吸器内科上級医の比較を行うことで、施行者の経験が診断精度や安全性、効

率性に与える影響を明らかにすることを目的とします。  

研究実施期間：2025年 4月 17日～2026年 12月 31日  

 

◼ 研究に用いる試料・情報の項目 

〇研究対象者の背景：年齢、性別、喫煙歴、肺病変の大きさ・位置，胸部画像所見  

〇使用した気管支鏡・デバイスの種類，内視鏡検査画像、超音波内視鏡所見  

〇気管支鏡検査の内容（手技時間、サンプル数，使用薬剤量），合併症  

〇病理診断結果，診断率，遺伝子検査の結果 
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◼ 他の研究機関への提供・提供方法  

他の研究機関への試料・情報の提供はありません。 

 

◼ 個人情報の取扱い 

研究で利用する情報から、患者様を直接特定できる個人情報は削除します。また、研究成果は学会

等で発表を予定していますが、その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

◼ お問い合わせ先  

担当者（所属）：中島啓（呼吸器内科）  

電話：電話：04-7092-2211（代） 


